
- 37 - 

厚生労働科学研究費補助金（障害者政策総合研究事業（精神障害分野）） 
入院中の精神障害者の円滑な早期の地域移行及び地域定着に資する研究：コホート研究 

 

薬剤評価の評価：評価項目の選定 

 

研究分担者：来住由樹（岡山県精神科医療センター） 

 

要旨 

精神科治療において、薬物治療は重要な役割を果たす。本分担班は、クロザピンや LAIを中心

に急性期の入院患者の処方の推移を包括的に調べ、特にクロザピンや LAIを利用した患者の再

入院の有無等を検証することを目的とする。今年度は、縦断調査における薬剤データの取得方

法について検討した。ワーキング・グループでの検討の結果、入院時と退院時に、各機関のス

タッフがクロザピンの利用の有無および LAIの利用の有無について、カルテデータを用いて調

査票に記入することとした。また、処方データを包括的に把握するために、それぞれの調査時

点において処方箋データを得ることとした。 

A.研究の背景と目的 

精神科治療において、薬物治療は重要な役

割を果たす。特に近年では、クロザピンや持

続性注射剤（Long Acting Injection：LAI）

が、統合失調症をはじめとして重い精神疾患

の症状の治療として効果を示している 1-8)。加

えて、近年の観察研究を含めたシステマティ

ックレビューでは、クロザピンおよび LAIが、

再入院の確率を下げる可能性について言及し

てる 2)10）。しかし LAIに関しては、再入院に

関するデータ自体が少ないとの指摘もある 9)。

本邦での統合失調症患者におけるクロザピン、

LAI の処方率は、それぞれ 7.2％11）、1.1％12）

であり諸外国に比して低い 11)12)ものの、近年

は徐々に上昇してきている。 

精神科治療は入院中の症状減退や機能向上

だけでなく、退院後の生活も視野にいれたも

のである 13)が、日本ではクロザピンや LAIを

利用した患者が退院後にどのような転帰をと

っているかについて、詳細に調べた研究はほ

とんどない。 

 

本分担班は、クロザピンや LAIを中心に急

性期の入院患者の処方の推移を包括的に調べ、

特にクロザピンや LAIを利用した患者の再入

院の有無等を検証することを目的とする。今

年度は、縦断調査における薬剤データの取得

方法について検討し、その内容をプロトコル

に反映させた。 

 

B.方法 

研究で用いる尺度を決めるために、精神保

健に関する研究を実施してきた者と精神科医

療を利用した経験のある者で構成されるワー

キング・グループを設けた。また、研究協力

者を含めた関係者が参加した 3 回の班会議の

中で、薬剤治療のデータ収集の方法について、

意見を収集した。 

 

C.結果 

ワーキング・グループでの検討の結果、入

院時と退院時に、各機関のスタッフがクロザ

ピンの利用の有無および LAIの利用の有無に

ついて、カルテデータを用いて調査票に記入

することとした。また、処方データを包括的

に把握するために、入院時、退院時、6 ヵ月

フォローアップ調査時、12ヵ月フォローアッ

プ調査時のそれぞれの時点において、処方箋

データを得ることとした。 

 

D.考察 

クロザピンや LAIは、全体的に精神症状の
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軽減に効果的とされていることから、日常臨

床での普及が期待されている。しかしながら、

これらの薬物治療の中長期のフォローアップ

は多くない。また、再入院というアウトカム

には、薬剤治療だけでなく、様々な要因が影

響していると予想される。本縦断研究では、

利用者の属性や症状、機能、利用しているサ

ービス、環境要因など様々な変数を測定する

ことから、背景因子を調整したうえでの、地

域生活におけるクロザピンや LAI、あるいは

その他の処方薬剤の効果を検証することが可

能である。ここから得られる知見は、退院後

の地域生活を見据えた薬物治療や、入院治療

から外来治療にまたがる継続的な薬物治療の

在り方に有用な示唆を与えるものと期待され

る。 

 

E.健康危険情報 

なし 
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G. 知的財産権の出願・登録状況 

1.特許取得 

なし 

2.実用新案登録 

なし 

3.その他 

なし 
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